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什 G 珊 1醐 1闘訓制 3棚
時刻1(実行憲摩中国t番目白メソッド呼び出し)
図3・キャッシュの更新頻度
関 2で使用した実行履歴に対し，実際に実行履歴の分割
を試みた.その一例として，キャッシュサイズを 50とし，
各時tJJでのメソッド呼び出し毎に過去 20泊分のオブジェ
クトの入れ苓わり頻度(0~1)をグラフ化した結果を~3 の
折れ線グラフに示す この例からは，システムの異なるフ
ェイズに処理が移行したと考えられる部分で実際にキャッ
シュの更新頻度が高くなっていることが確認できた.
今後，様々な種類のプログラムの実行履歴に対して適用
を行い，提案手法の詳純化・一般化を行う予定である.
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